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燈
壁
　
の
　
揮
毫

　
昭
和
五
年
に
私
は
六
ツ
川
町
の
山
中
に
地
を
ト
し
て
現
在
の
住
ひ
を
薮
濡
し
た
。
私
、
は
こ
の
機
會

に
三
漢
先
生
の
高
風
を
偲
び
且
記
念
す
る
も
の
が
欲
し
か
っ
た
。
恰
か
も
よ
し
、
書
車
篭
慮
接
間

に
古
風
の
燈
を
切
っ
た
の
で
、
そ
の
三
遍
に
銅
板
を
張
り
，
こ
れ
に
先
生
の
揮
毫
を
願
ひ
た
い
と
考

へ
仁
。
早
速
お
覆
す
る
と
心
よ
く
奪
う
け
て
下
さ
っ
た
上
紅
先
生
は
自
ち
私
の
茅
屋
を
お
尋
ね
・
下
さ

っ
て
濾
壁
の
位
地
や
寸
法
に
就
い
て
詳
細
な
下
調
べ
を
せ
ら
れ
牝
。

　
私
は
先
生
の
事
を
荷
も
せ
ら
れ
ざ
る
態
度
と
熟
意
に
聴
し
深
い
畏
敬
を
篠
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
書
は
「
相
封
成
春
」
と
言
ふ
四
文
字
で
先
生
の
風
格
を
偲
ぶ
雅
致
豊
か
な
書
で
あ
る
。
私
は
こ
れ

を
玉
川
堂
に
廻
し
て
槌
起
し
櫨
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
。
些
か
分
に
過
ぎ
る
の
感
を
抱
い
て
み
た
が
．

今
先
生
の
長
逝
に
勝
っ
て
．
得
難
き
記
念
と
は
な
り
、
且
日
夕
相
向
っ
て
先
生
を
追
慕
す
る
よ
す
が

と
な
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
望
外
の
賜
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
・
八
●
一
九
●
鈴
木
先
生
筆
原
三
漢
先
生
遊
悼
交
の
一
節
…
）
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上
東
郷
紳
杜

中
入
愚
亭
扁
額

下
入
　
愚
　
亭
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三
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記
念
碑
　
々
　
交

　
丈
夫
自
有
衝
天
氣
　
不
向
如
予
行
慮
行
　
煙
洲
鈴
木
君
達
治
ノ
如
キ
ハ
　
ソ
ノ
人
鰍
　
君
初
メ

京
都
ノ
同
志
魁
昌
學
ビ
更
二
東
京
帝
國
大
志
二
曲
ジ
　
理
科
ヲ
修
ム
　
大
正
九
年
一
月
十
九
日
政

府
勅
令
ヲ
以
プ
煮
豆
高
等
工
業
學
校
ヲ
設
置
ス
〃
ヤ
君
即
日
選
バ
レ
タ
其
ノ
校
長
一
任
ゼ
ラ
ル

　
創
立
経
螢
ノ
業
專
ラ
君
ノ
努
力
嵩
倹
ツ
毛
ノ
多
シ
　
豊
川
嵩
大
正
十
二
年
九
月
一
日
大
震
火

災
ノ
起
〆
や
土
盛
最
王
其
厄
晶
罹
ジ
益
子
ヲ
基
グ
テ
殆
ン
ド
焦
土
轟
蹄
セ
シ
メ
タ
リ

　
此
時
二
當
ジ
　
青
天
簿
塞
　
命
令
一
下
　
愛
知
縣
名
古
屋
市
口
移
聴
セ
シ
ム
　
君
慨
然
ト
シ
ク

起
チ
勇
奮
自
カ
ラ
禁
ぜ
ズ
或
ハ
市
ノ
有
力
者
酒
息
へ
　
或
ハ
當
局
者
轟
抗
議
シ
　
奔
走
周
旋
寧
慮

ス
ル
ニ
邊
ア
ラ
ズ
　
途
二
現
場
昌
於
テ
漸
ク
該
校
復
興
ノ
目
的
ヲ
淫
ス
〃
コ
ト
ヲ
得
タ
フ

　
君
ハ
夙
二
　
皇
室
中
心
主
義
ヲ
奉
ジ
　
躬
行
鼠
壁
一
昌
自
登
ノ
力
昌
頼
〆
ヲ
冒
ト
シ
　
特
轟
學

生
ヲ
シ
ク
各
自
ノ
人
格
ノ
曾
重
ス
ペ
キ
ヲ
自
畳
セ
シ
メ
　
畜
生
ヲ
シ
プ
天
賦
ノ
才
能
二
丁
ジ
ク

其
ノ
所
長
ヲ
磯
玉
目
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
敢
育
ノ
主
眼
ト
シ
而
シ
テ
自
ラ
三
無
主
義
ヲ
標
榜
ス
日

ク
無
試
験
日
ク
無
二
塁
日
ク
無
賞
罰
君
ヲ
知
ラ
ザ
〃
謙
遜
ナ
其
言
ヲ
異
ト
セ
ザ
〃
ハ
ナ



シ
　
然
モ
其
ノ
効
果
ハ
頗
ル
丸
明
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
　
コ
レ
職
ト
シ
タ
君
ノ
誠
意
ノ
黒
蝿
晶
威
孚
ス
擢

ト
コ
岡
岬
ラ
ズ
ン
バ
非
ズ
　
而
シ
テ
横
濱
高
等
工
業
念
校
が
特
殊
ノ
學
風
ヲ
陶
冶
シ
．
我
が
敏
育

界
二
於
テ
一
種
7
異
彩
ヲ
曇
シ
　
超
然
猫
歩
ノ
観
ヲ
呈
ス
ル
モ
ノ
塞
昌
偶
然
昌
ア
ラ
ザ
ル
ナ
ソ

　
此
昌
於
テ
会
解
創
立
満
＋
五
年
ヲ
期
シ
自
ラ
選
抜
シ
タ
ル
後
任
者
ヲ
推
薦
シ
悠
然
ト
シ
グ

去
レ
ジ
君
ノ
如
キ
ハ
遽
退
出
庭
實
轟
其
道
ヲ
得
タ
ル
毛
ノ
ト
謂
フ
ペ
シ

　
比
ロ
故
蕾
門
人
碑
ヲ
校
庭
二
建
グ
　
君
ノ
徳
ヲ
頚
セ
ン
ト
欲
シ
　
文
ヲ
予
昌
徴
ス
　
予
君
ト
相

懸
ル
淺
キ
ニ
非
ラ
ズ
　
欣
然
ソ
ノ
知
ル
所
ヲ
録
シ
テ
以
テ
後
ノ
君
子
昌
訟
グ
　
然
モ
コ
レ
未
ダ
君

ノ
全
面
ヲ
馨
ス
ニ
足
ラ
ザ
ル
ナ
ヲ

昭
和
十
二
年
十
一
月
一
臼

（
註
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘇
峰
徳
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
三

不
向
如
來
行
慮
行
、
如
來
行
ク
髭
ご
向
ッ
テ
行
カ
ズ

猪
　
一
郎

漢

撰書



深
　
　
惜

之

書

　
鈴
木
蓬
治
先
生
在
横
濱
高
等
工
業
學
綾
長
之
職
兼
牌
奈
川
縣
立
商
工
實
習
學
校
横
濱
市
立
工
業

專
修
學
校
々
長
前
後
十
有
五
年
其
所
薫
育
諸
生
不
下
五
千
人
皆
尤
爲
世
用
先
生
達
眼
明
識
不
拘
俗

論
常
断
行
其
虜
信
往
々
出
於
意
表
然
事
皆
無
不
奏
功
蓋
先
生
内
密
外
寛
持
身
清
待
人
信
愛
故
門
下

諸
生
樂
而
修
道
皆
化
其
徳
先
生
唱
自
由
敏
育
之
説
徹
底
施
之
然
諸
生
敢
不
流
放
縦
者
塞
有
故
也
先

生
今
年
六
十
五
有
爲
後
進
開
道
之
意
則
擢
冨
山
講
師
推
而
代
己
卒
然
掛
冠
先
生
僻
校
時
門
下
乎
弟

相
集
歎
千
牽
袖
惜
別
無
能
仰
見
薗
是
先
生
把
鋤
灌
園
優
遊
自
適
頗
有
古
人
之
風
余
常
服
先
生
之
爲

人
深
惜
致
仕
則
呈
渡
邊
華
山
先
生
筆
老
子
出
關
圖
一
頓
聯
以
爲
記
念
蓋
此
書
與
先
生
有
一
脈
相
題

岩
也
　
昭
和
十
年
春
三
月



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
三
　
　
漢

　
　
　
鈴
木
蓬
治
．
先
生
硯
右

　
　
　
　
　
　
巌
寒
巌
窄
巌
寒
巌
寒

　
私
が
愛
す
る
學
校
を
去
っ
て
聞
も
な
い
或
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
漢
先
生
は
不
便
な
、

私
宅
を
尋
ね
ら
れ
て
、
記
念
と
し
て
私
に
秘
藏
…
の
渡
遊
華
山
筆
老
子
出
關
の
一
幅
を
購
ら

れ
、
且
先
生
の
筆
に
な
る
由
來
記
の
副
軸
を
添
へ
て
贈
ら
れ
江
。
華
山
の
幅
の
藝
術
的
債
「

値
に
就
て
は
読
く
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
．
私
の
家
に
は
全
く
過
分
の
も
の
で
あ
る
こ

ε
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
σ
が
然
し
私
は
こ
の
華
山
の
幅
に
も
ま
し
て
、
先
生

の
副
軸
に
心
を
ひ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
先
生
の
こ
の
書
を
ひ
も
と
く
毎
に
先
生
の
生

氣
に
接
し
腺
々
と
し
て
迫
る
の
を
鍋
え
る
。
こ
れ
こ
そ
私
に
と
っ
て
は
二
物
な
き
家
の
寳
バ

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
●
八
■
一
九
鈴
木
先
生
鱗
中
原
三
漢
先
生
晒
道
仙
悼
山
叉
の
一
齢
即
）



序

一

－

一 癖
洲
鈴
木
達
治
先
生
横
撃
高
等
工
業
學
校
創
立
に
當
り
初
代
綾
長
と
し
て
就
任
せ
ら
る
、
や
自
由
，

啓
螢
教
育
主
義
を
樹
立
せ
ら
れ
各
人
天
賦
天
稟
の
才
能
徳
性
を
豊
漁
に
登
達
せ
し
む
る
を
以
て
敏

育
の
骨
髄
と
な
し
名
敏
は
蔚
然
な
り
と
喝
破
ぜ
ら
れ
満
十
五
ケ
年
問
御
在
職
中
之
を
唱
導
し
且
躬

行
せ
ら
れ
だ
り

袈
に
本
校
猫
特
の
校
風
は
蔚
然
と
し
て
作
興
し
其
の
下
に
育
ま
れ
し
幾
千
の
若
人
は
夫
々
産
業
界
、

に
學
界
に
或
は
敏
育
界
に
現
下
線
諸
職
の
一
端
を
荷
う
て
影
響
な
る
功
績
を
墨
げ
大
な
る
証
果
を

な
し
つ
、
あ
る
は
汎
く
認
め
ら
る
＼
慮
な
り

先
生
御
在
職
中
卒
業
式
々
僻
と
し
て
或
は
他
の
機
會
に
於
て
屡
々
自
由
敷
育
の
葉
張
抱
負
を
披
渥

せ
ら
れ
或
は
青
年
學
徒
の
修
學
上
の
心
構
へ
叉
は
卒
業
後
慮
世
上
の
指
針
等
に
つ
い
て
説
述
せ
ら

れ
是
等
を
蒐
録
し
て
昭
和
四
年
に
「
自
由
敷
育
の
梯
」
同
八
年
に
「
自
由
敷
育
の
片
鱗
」
の
登
熟

と
な
り
其
の
後
校
庭
に
建
立
さ
れ
し
「
名
訳
自
然
」
の
碑
と
共
に
永
く
先
生
の
高
風
を
傳
ふ
る
好

箇
の
記
念
物
と
参
り
π
り



一
2

一 先
生
は
昭
和
八
年
以
降
本
校
の
新
聞
横
日
高
工
時
報
に
「
六
ッ
川
夜
話
」
と
題
し
叉
如
露
卒
業
生
．

の
團
騰
曇
る
横
濱
工
業
會
の
會
誌
上
「
山
の
上
か
ら
」
と
題
さ
れ
て
毎
轟
轟
大
の
健
筆
を
揮
は
れ

昭
和
十
年
學
校
長
御
竃
裏
向
も
績
い
て
絶
た
れ
す
し
て
今
日
に
至
り
回
を
重
蹟
る
こ
と
實
に
前
者

百
五
十
を
越
え
後
者
四
十
蝕
に
及
ぶ
時
事
を
談
じ
敏
育
を
論
じ
時
に
歴
史
を
語
り
演
々
と
し
て
鑑
．

き
ざ
る
こ
と
泉
の
如
し

而
し
て
其
の
中
5
5
を
貫
く
も
の
は
　
乱
塾
萬
民
の
日
本
精
紳
の
鼓
吹
な
り
内
に
遠
大
な
る
経
繍
を

藏
し
筆
致
雄
勤
に
し
て
然
も
流
麗
護
者
を
し
て
懇
を
措
く
葱
忘
れ
し
む

今
回
本
校
報
恩
團
情
報
班
は
横
風
工
業
會
の
協
力
を
得
て
是
等
を
集
纂
し
「
入
愚
亭
猫
囎
」
と
題
．

し
て
汎
く
配
布
す
る
こ
と
＼
な
れ
）
一
は
之
を
以
て
本
校
校
風
昂
揚
の
資
を
加
へ
た
る
を
澤
ぶ
と

共
に
他
は
是
に
依
り
先
生
警
世
の
金
字
を
校
外
に
奨
め
得
る
を
光
榮
と
す
る
も
の
な
り

愚
慮
高
等
工

　
　
　
冨

業
學
校
山

保
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一 　
　
　
　
　
　
　
自
　
　
　
序

　
先
般
我
高
工
諜
報
班
員
が
來
訪
し
、
六
ツ
川
夜
話
は
近
く
百
五
十
回
に
達
し
ま
す
か
ら
、
此
機
を
以
て
夜
話
を

一
冊
に
ま
と
め
て
、
學
校
關
係
窓
蓋
に
頒
布
し
た
し
と
て
、
私
に
賛
意
を
求
め
ら
れ
た
。

　
夜
話
も
其
ま
」
に
し
て
置
け
ば
反
古
と
な
っ
て
事
え
去
る
も
の
を
．
一
甜
の
書
籍
と
し
て
毒
す
こ
と
の
出
護
る

の
は
．
．
有
り
難
き
こ
と
に
は
相
逮
が
な
い
が
，
禄
で
も
な
い
こ
と
を
記
蓮
し
弛
こ
と
を
思
ひ
起
す
と
，
心
申
實
に

粧
幌
た
る
も
の
が
あ
る
。
が
と
に
角
好
意
を
謝
し
て
快
諾
し
た
。

　
六
ツ
川
夜
話
は
高
工
時
報
の
獲
行
の
度
毎
に
、
部
員
爾
署
名
が
夜
中
私
の
宅
に
來
て
，
私
の
ロ
授
す
る
こ
と
を

筆
記
し
、
更
に
私
が
加
筆
し
て
紙
上
に
揚
蔑
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
多
の
寒
き
夜
は
炬
燵
の
中
で
、
病
申
は
床
の
中

か
ら
物
語
つ
旗
も
の
で
，
一
回
も
敏
虚
し
江
こ
と
が
な
か
っ
た
位
が
、
唯
一
の
と
り
え
で
あ
っ
弛
か
も
知
れ
な
い
。

　
六
ツ
川
の
山
蕪
の
静
か
な
夜
、
一
本
の
葉
巻
を
ロ
に
し
て
、
美
し
い
渦
巻
を
な
し
て
立
ち
昇
る
紫
煙
の
消
え
行

く
方
と
、
他
念
も
な
く
萬
年
筆
を
急
が
し
く
走
ら
す
紅
顔
と
を
見
較
べ
つ
玉
、
下
ら
ぬ
こ
と
を
取
留
め
も
な
く
℃

物
語
る
の
が
私
の
樂
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
晒
屋
の
背
後
を
な
す
丘
上
に
東
亜
紳
甦
を
建
立
し
た
の
が
、
元
帥
が
な
く
な
ら
れ
て
か
ら
丁
度
一
ヶ
月
臼
の
昭
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｛ 和
九
年
六
月
三
十
日
で
あ
っ
た
。
同
時
に
顧
命
に
さ
製
や
か
な
四
阿
を
作
っ
た
。
夏
の
暑
い
冠
中
に
は
書
物
を
祝

頭
に
遠
望
で
午
睡
す
る
。
冬
の
長
閑
な
日
に
は
境
内
か
ら
拾
ひ
集
め
て
來
た
落
葉
や
枯
枝
を
燃
や
し
て
暖
を
取

る
。
功
罪
は
別
と
し
て
、
と
に
角
燈
は
一
生
を
教
育
界
に
経
絡
し
た
。
此
上
叉
何
を
豊
み
叉
何
を
企
て
ん
や
で
あ

る
。
賢
や
得
て
望
む
べ
か
ら
す
、
寧
ろ
愚
を
學
ば
ん
も
の
と
。
こ
の
四
阿
に
入
愚
亭
と
題
し
。
私
の
一
つ
の
安

息
所
と
し
た
。

　
　
六
川
岡
上
望
悠
々
　
畢
寛
功
名
無
意
求

　
　
春
色
滞
山
人
不
見
　
東
輝
肚
畔
一
門
装

は
當
時
の
一
感
想
で
あ
っ
江
◎

　
或
る
初
冬
の
一
臼
私
の
師
と
し
て
仰
ぐ
．
蘇
峰
徳
富
先
生
は
此
の
四
阿
に
小
憩
せ
ら
れ
、

　
　
　
　
人
　
間
自
　
有
　
回
　
天
力

　
　
　
　
林
下
室
懐
憂
世
心

と
又
別
に
入
愚
亭
の
眺
望
を
愛
で
ら
れ

　
　
　
　
木
落
又
　
添
山
　
一
　
峰

の
大
書
を
揮
毫
せ
ら
れ
た
。
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一 　
私
に
は
紳
砒
と
四
阿
を
続
る
歎
へ
る
程
の
樹
木
や
、
其
木
蔭
に
育
つ
春
夏
秋
の
野
花
に
無
限
の
愛
着
が
あ
る
9

隣
接
す
る
猫
額
の
野
地
に
は
晴
耕
雨
笠
の
着
生
が
約
束
せ
ら
れ
て
居
る
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
蘇
峰
先
生
の
履
躍

と
揮
毫
と
は
私
の
こ
の
境
遇
に
思
ひ
儲
け
ぬ
絵
情
が
恵
ま
れ
江
こ
と
を
感
謝
す
る
。
同
時
に
こ
の
境
遇
を
與
へ
て

く
れ
た
幾
百
幾
千
の
三
校
三
三
の
同
情
者
に
感
謝
せ
す
に
居
ら
れ
な
い
。

　
退
職
後
ま
だ
優
游
自
適
の
慣
に
染
ま
ぬ
間
に
、
世
間
が
次
第
に
騒
々
し
く
な
つ
彊
。
其
れ
が
遽
に
非
常
時
局
に

ま
で
進
展
し
た
。
高
齢
の
我
蘇
峰
先
生
は
幽
門
の
三
筆
を
揮
っ
て
、
頻
の
に
警
鐘
を
豊
滝
せ
ら
れ
た
。
屡
々
筆
を

投
じ
肝
試
を
搾
っ
て
壇
上
よ
り
大
愚
疾
呼
せ
ら
れ
た
。
私
と
て
挙
素
先
生
の
膜
尾
に
附
せ
ん
と
す
る
も
の
，
何
を

以
て
か
濁
り
入
愚
亭
に
醇
生
夢
死
が
許
さ
れ
よ
う
。

　
而
し
て
私
の
至
重
に
だ
も
忘
れ
得
ぬ
も
の
は
．
弘
陵
三
校
關
係
の
肚
青
年
で
あ
る
。
彼
等
批
青
年
は
實
際
我
帝
・

國
の
寧
馨
見
で
あ
る
。

　
今
日
叉
他
日
國
家
有
用
の
材
と
し
て
、
滅
死
奉
公
の
誠
を
致
し
、
膿
古
の
大
業
を
背
負
ふ
て
立
つ
こ
と
は
、
秋

毫
も
疑
を
容
れ
ぬ
所
で
あ
る
が
，
又
同
時
に
彼
等
の
中
に
は
．
非
凡
の
手
腕
才
能
を
稜
揮
し
．
我
帝
國
の
常
時

非
常
時
に
偉
大
の
貢
献
を
な
し
，
光
彩
を
中
外
に
添
へ
以
て
　
聖
恩
に
酬
い
奉
る
も
の
玉
あ
る
こ
と
を
翼
戯
す
る

の
で
あ
る
。
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一 　
こ
れ
を
古
今
の
例
に
見
る
も
、
雛
凡
の
才
能
は
必
ず
若
き
青
年
期
に
濃
刺
と
し
て
湧
き
起
る
べ
き
で
あ
る
。
然

ら
ず
ん
ば
少
く
と
も
其
融
資
の
嚢
底
を
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
，
決
し
て
こ
れ
を
老
大
に
期
待
す
べ
き
も
の
で
な

い
。
教
育
の
重
適
性
の
一
つ
は
此
所
に
存
す
る
の
で
、
我
々
教
育
者
の
最
も
心
す
べ
き
黙
で
あ
る
ゆ
須
ら
縛
心
を

虚
く
し
て
天
地
の
自
然
に
居
り
、
作
爲
を
用
み
す
，
徐
に
入
間
憲
智
の
雨
芽
を
守
護
し
．
こ
れ
を
育
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
ば
教
育
の
第
一
義
は
自
爆
で
あ
る
。
艶
自
儘
と
相
呼
嘉
し
て
．
時
代
適
鷹
の
訓
練
を
以
て
す
べ
き
で
，
訓

練
は
第
二
義
的
の
も
の
で
あ
る
。
徒
に
訓
練
を
盲
信
し
、
訓
練
に
馬
糧
し
、
塞
智
を
滅
却
す
る
が
如
き
は
、
民
族

を
邊
歩
に
誘
導
す
る
も
の
に
し
て
、
又
人
類
の
不
幸
で
あ
る
。

　
此
信
念
を
以
て
逼
喫
し
た
も
の
は
名
教
自
然
で
あ
っ
た
。
し
か
も
鈍
材
濁
す
所
な
く
、
力
端
歯
て
職
を
去
っ

た
。
爾
來
あ
り
難
く
も
恩
給
に
衣
食
す
る
こ
と
師
に
七
ケ
年
，
・
世
間
に
徒
食
を
誹
講
ず
る
も
の
あ
ら
ん
も
、
顧
慮

に
蓬
な
く
，
耽
々
一
片
の
志
，
林
下
塞
し
く
憂
世
の
心
に
起
居
し
，
徒
に
入
愚
亭
に
濁
囎
し
た
。

　
端
な
く
も
蕎
縢
八
日
．
米
英
を
敵
と
し
て
大
東
亜
職
箏
が
勃
還
し
た
。
而
し
て
國
民
の
常
識
を
さ
へ
超
越
し
、

世
界
を
驚
殺
せ
し
め
た
る
大
戦
果
が
學
げ
ら
る
玉
や
，
「
全
國
民
の
底
力
は
膨
沸
と
し
て
湧
き
立
つ
江
。
國
民
的

自
運
と
自
信
は
一
大
火
談
・
の
如
ぐ
燃
え
上
り
、
一
樋
に
し
て
能
く
d
世
紀
を
過
去
に
し
て
飛
躍
奔
騰
し
た
。
而
し
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㎜

て
帝
國
の
酒
豪
は
光
芒
萬
丈
百
八
十
度
の
大
園
韓
を
し
た
。
現
歌
に
未
練
を
持
つ
人
々
、
事
大
に
執
着
す
る
人
々

は
、
否
鷹
な
し
に
舞
毫
と
共
に
其
背
後
に
葬
り
去
ら
れ
た
。
又
去
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
役
者
は
入
り
代
り
，

颯
爽
と
し
て
薪
人
が
躍
り
出
で
た
。
掃
出
づ
べ
き
で
あ
る
。
薪
し
き
舞
藁
は
最
早
麗
細
亜
を
背
景
と
す
る
も
の
で

は
な
い
。
急
轄
直
下
全
世
界
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
信
頼
す
る
我
三
校
の
撤
青
年
よ
立
て
，
帝
國
臣
民
＃

る
の
光
榮
に
無
限
の
感
謝
を
捧
げ
よ
。
我
等
の
総
て
の
力
は
　
皇
室
中
心
よ
む
來
る
。
此
力
を
以
て
亜
細
亜
に
於

け
る
英
米
を
容
赦
な
く
破
壊
せ
よ
、
破
壊
の
跡
に
前
代
未
聞
の
偉
襯
を
建
設
せ
よ
，
千
載
の
偉
業
は
老
大
に
期
す

べ
き
で
な
い
。
立
て
肚
青
年
よ
、
私
の
期
待
に
孤
負
す
る
こ
と
漏
れ
，
立
っ
て
世
界
の
名
優
と
な
れ
。
老
骨
私
は

舞
嘉
の
背
後
か
ら
其
反
響
だ
け
で
も
旧
い
て
居
よ
う
。

　
本
冊
子
の
革
め
蘇
峰
先
生
は
特
に
序
文
を
賜
つ
九
。
私
に
と
り
過
分
の
恩
倖
で
感
激
措
く
能
は
ざ
る
筋
で
あ

る
。
冨
山
校
長
又
懇
篤
な
る
序
文
を
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
謹
ん
で
懲
謝
す
。
宮
本
冊
子
幽
版
に
署
し
特
に
多
大
の

勢
を
取
ら
れ
た
る
情
報
班
員
村
松
四
郎
君
並
に
班
員
諸
君
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
す
。

　
　
　
昭
和
十
七
年
二
月
十
一
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
退
職
煽
七
ケ
年
の
記
念
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙
　
　
洲
　
　
迂
　
　
入



装
績
　

中
村
順
李
氏
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